
佐賀城本丸歴史館では、天然痘の対策としてオランダから取り寄せたワクチンや種痘に使われたY字形の二股針、当時
の種痘の様子が描かれた絵画が展示されています。2017年には、この建物の北側に鍋島直正公の生誕200周年を記
念した像が建てられ佐賀城公園のシンボルとなっています。
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DEPARTMENT INTRODUCTION

金融ソリューション事業部は長年に
わたり基幹系（勘定系）を中心とし

たシステム構築で実績を重ねてきまし
たが、2010年代以降はシフトチェンジ
を図り、フロントエンド領域でのアプ
リケーション開発を徐々に拡大してい
ます。
　この取り組みに大きな弾みをつけたの
が2018年のことです。ある大手ネット
証券からの委託を受け、スマートフォン
で動作する株取引アプリの開発がスター
トしました。不特定多数の一般投資家
を対象としたBtoC型のアプリケーショ
ンで、キヤノンITソリューションズ全社
としても初めての試みです。
　同事業部 金融ソリューション第二開
発本部 開発五部 部長の五月女基史は、

「お客さまのメインターゲットそのものが
一般投資家の方々であり、今後のIT投
資もそちらに重点的に振り向けられてい
くと予想されます。ならば私たちもお客

さまに追随すべく、チャ
レンジしていかなければ
なりません。確かに得意
領域のシステム開発に
専念していたほうがビジ
ネスは安定しているかも
しれませんが、新たな目
標をお客さまと共有しつ
つご期待に応えていかな
ければ、私たちはレガ
シーシステムのことしか
知らないSIベンダーになってしまう恐
れがあります。そこに将来はありません」
と話します。
　とはいえ、身近にスマホアプリの開発
経験者などほとんどいない中でのスター
トであり、大変な苦労が伴いました。
　プロジェクトマネジャーの御手洗将
人は、「スマホアプリ開発で求められる
のは圧倒的な“スピード感”です。例え
ばスマートフォンのOSは頻繁かつ不定
期にバージョンアップが行われますが、
それに合わせてアプリ側も即日対応し
なければなりません。特に株取引のよう
なアプリの場合、株式市場の取引時間
中はサービス停止が許されないだけに、
非常に大きな責任を背負うことになりま
す」と話します。
　そこで当初はスマホアプリの開発に
長けたパートナーの協力を得ながらの
体制づくりでしたが、徐々にスキルとノ
ウハウを蓄積しつつ内製化を推進。よ
うやく約20人のメンバーからなるスマ
ホアプリの開発チームを部内に編成す
ることができました。
　他のプロジェクトから部内ヘッドハ
ンティングにより移ってきた岩木洋介は、

「これまで携わってきたシステム開発と
の違いに最初は戸惑いましたが、今で
はスマホアプリ開発のカルチャーにも

かなりなじめたと思います。SNSやアプ
リストアを通じて、ユーザーの評価が
ダイレクトに伝わってくるのは以前には
なかったことで、皆さまから寄せられる
さまざまなコメントが大きな励みになっ
ています」と話します。
　新卒入社と同時にチームに加わり2年
目を迎えた福原萌加理も、「最初はス
マートフォンのOSやアプリの仕組みを
理解しきれず手探りの状態でしたが、
一通りの開発サイクルを乗り越えたこ
とで、自分なりの手応えをつかむことが
できました。今後はチームに貢献できる
人材になりたいと思っています」と語っ
ており、若い世代のメンバーも着実に
育っています。
　「今あらためて振り返ってもリスクの
大きな取り組みでしたが、会社が持続
的成長を果たしていくためには、すべて
の社員のマインドを未来に向けていく
チャレンジが欠かせません。その意味
で私たちのチームが一足先に経験する
ことで獲得した技術や知識、ノウハウ
を他のプロジェクトに対してもどんどん
発信し、ゆくゆくは人材を供給していく
拠点にもなりたいと考えています」と五
月女は語り、キヤノンITソリューショ
ンズ全社に変革を呼び起こす発信源と
なっていく意気込みを示します。
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依 然として世界中で新型コロナウイルス感染症が猛威を振
るっています。そこで今回は江戸時代の為政者がどんな感

染症対策を講じてきたのかを歴史的に考察していきます。
　享和3年（1803年）3月に風邪が大流行したとき、幕府は江戸の
困窮家族1人につき 250 文を支給しています。まさに定額給付金
です。250文は現在の3000～5000円程度。4人家族ならそこそ
この金額です。その狙いは社会の安定でした。十数年前には天明の
飢饉で生活苦に陥った人々が米屋や商家を襲い、数日間江戸市
中は無政府状態になりました。この混乱により老中・田沼意次の
政権は崩壊しました。同じ轍

てつ
を踏まないように、定額給付金で貧

しい者たちの人心をなだめようとしたのだろうと考えられます。
　さて、今回のコロナ騒動でもさまざまなフェイクニュースが流
れていますが、江戸幕府はそうしたデマを厳しく取り締まりまし
た。元禄元年（1688 年）に「ハロリコロリ」という奇病が流行した
際には、「馬が人の言葉を話す」というデマを流して人を集め、病
除けのお札や怪しい薬の処方箋を売った者がいました。幕府はこ
の犯人を捕らえ、処刑しているのです。あまりに厳しい気もしま
すが、デマが社会を動揺させ、結果として政権にダメージを与え
ることを知っていたのです。
　天然痘は古代より致死率の高い感染症として畏怖されてきまし
たが、佐賀藩主・鍋島直正はオランダから取り寄せた牛痘を嘉永
2 年（1849年）になんと我が子・淳一郎に接種。そして副作用がな
いと分かるとそれを藩内に広げているのです。同じく水戸藩主・
徳川斉昭も身分にかかわらず希望者に種痘を施し、その数は約
1万3000人に及んだといわれています。天然痘の脅威が薄れた頃、
今度はコレラが猛威を振るい始めました。江戸では 2 度にわたる
パンデミックで数え切れないほどの死者を出しました。当時、頻
発した地震や台風と相まって、コレラは幕府の寿命を縮める一因
になったといわれています。このように、感染症にうまく対応でき
ないと政権の崩壊につながる恐れがあり、だからこそ江戸時代の
為政者たちは、その対策に力を注いできたのです。
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